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政策４ 魅力ある地域資源を活用し、人を呼び、仕事を生み出す産業の振興を図ります
43億7,156万円（8.0%）

産業
振興

４－１  魅力ある農林業の振興 事業費 25億3,967万円

国のお金
県のお金
市の借金
そ の 他
市のお金

農業経営支援事業
多面的機能支払交付金事業
農業生産基盤整備事業
作物振興事業
その他

財

源
の
め
た
の
現
実
策
施

費
業
事
な
主

250万円
10億1,199万円

5億3,846万円
2億5,890万円

7億2,782万円

6億6,881万円
6億4,223万円
1億7,043万円
1億6,278万円
8億9,542万円

農業の担い手が育ち、集落で農業を経営する仕組みができ、また、担い手への農地の集積と
水田のフル活用が進み、不作付地が減少し農家所得が向上するとともに新規就農者も増加し
ていることを目指します

主な具体的取り組み事業

◆農業経営安定化対策事業（5億789万円）
市から金融機関へ預託した融資資金を元に、農業者等へ融資を行います。借入のために必要な保証
料の全額補助のほか、認定新規就農者の借入に係る利子の一部を補助します。

◆農業次世代人材投資事業（5,555万円）
次世代を担う農業者となることを目指す方の経営確立を支援するため、原則として50歳未満で独立・
自営就農する認定新規就農者に対し支援します。

◆移住就農者経営安定支援事業（150万円）
県外から移住して新たに農業経営を開始する方に対し、経営開始時の立上げに要する経費を支援し
ます。

◆全国発酵食品サミット開催事業（1,050万円）
全国発酵のまちづくりネットワーク協議会の会員都市で開催している全国発酵食品サミット（会員団
体の他、発酵に関わる多種多様な企業や人が集まるイベント）を令和２年度に横手市で開催するため
の経費です。

◆秋田県種苗交換会費（4,950万円）
第143回秋田県種苗交換会の協賛事業を実施する費用を負担します。

◆戦略作物品質向上プログラム確立事業（836万円）
横手市の戦略４品目（すいか、トマト、きゅうり、アスパラガス）の生産性向上のため、ＩＣＴを活用
して栽培マニュアル等を作成します。

◆農地集積加速化基盤整備事業（1億4,309万円）
ほ場の区画整理、暗渠排水などの生産基盤を整備するとともに、地域農業を牽引する担い手へ農地
を集積し、農業生産性の向上と経営規模の拡大による効率的かつ安定的な農業を確立します。

◆林道施設長寿命化事業（2,000万円）
老朽化した林道橋の補修等を行い、施設の長寿命化を図ります。
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産業
振興

政策４ 魅力ある地域資源を活用し、人を呼び、仕事を生み出す産業の振興を図ります
43億7,156万円（8.0%）

４－２  活気ある商業の振興

国のお金
県のお金
市の借金
そ の 他
市のお金

金融対策費
地域商業活性化支援事業
顧客利便施設費
商店街振興施設管理事業
その他

財

源
の
め
た
の
現
実
策
施

費
業
事
な
主

7億　180万円
2億4,011万円

8億9,057万円
3,279万円
519万円
468万円
868万円

地域に根ざした商店街と新規の起業・創業者がともに発展しながら、市内商業がにぎわって
いることを目指します

事業費 9億4,191万円

事業費 2億7,810万円４－３  活力ある工業の振興

国のお金
県のお金
市の借金
そ の 他
市のお金

成長産業支援事業
工業振興費
起業・創業支援事業
中小企業活性化支援事業
その他

財

源
の
め
た
の
現
実
策
施

費
業
事
な
主

5,000万円
464万円
5,000万円
304万円

1億7,042万円

1億5,000万円
8,937万円
1,786万円
1,090万円
997万円

主な具体的取り組み事業

主な具体的取り組み事業

起業者から学べる場を提供するなどの施策により、起業・創業が活発化され、地域経済が
活性化し、そして、市内企業の技術力・開発意欲が向上し、産業の発展とともに安心して
働ける就業環境が整っていることを目指します

◆金融対策費（8億9,057万円）
市内中小企業の事業安定と業界の振興・発展に資することを目的とし、事業資金を必要とする企業・
事業者や創業者、創業予定者を対象とした融資あっせん制度を実施します。
◆空き店舗等利活用支援事業（370万円）
市内にある「空き店舗」を活用し、小売業やサービス業等を始めようとする方や、「ご自身が所有す
る店舗」の改装及びこれらと一体化して整備する設備等にかかる経費の一部を補助します。
◆商工団体連携地域活性化事業（370万円）
市内商工団体が連携して実施する、市全体の商工業振興を見据えた取り組みやイベントに対して、
かかる経費の一部を補助します。

◆起業・創業支援事業（1,786万円）
横手市内で起業を目指す方等を、各種メニューを取り揃えて全力で応援します。
・起業ワンストップ相談窓口～専門家による個別指導をします。
・Ｂｉｚサポートよこて～新たに起業する方に事務スペースを提供します。
・起業創業支援事業補助金～市内で起業する方に対し、関係経費の一部を補助します。
・起業セミナー～女性向けやＩＴツールを活用したセミナーを実施します。
◆地域経済牽引事業（1億円）
地域未来投資促進法に基づく地域経済牽引事業計画の承認を受けた市内中小企業が実施する経済波
及効果の高い事業を強力に支援し、産業振興による地域経済の活性化と雇用の創出を図ります。
◆ＢＩＧプロジェクト支援事業（5,000万円）
新規立地企業又は既存市内中小企業等の新たな投資を戦略的に誘導し設備投資を推進することによ
り、産業振興による地域経済の発展と雇用の創出を図ります。
◆地域ビジネス発掘調査事業（455万円）
産学連携の取組み強化と企業支援アドバイザーとの連携を図り、大学等が有する知見の提供による、
市内事業者の課題解決支援を図ります。

起業セミナーの様子
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政策４ 魅力ある地域資源を活用し、人を呼び、仕事を生み出す産業の振興を図ります
43億7,156万円（8.0%）

産業
振興

（株）九州屋小田急新宿店でのフェアの様子

大同大學（台湾）との交流の様子

４－４  観光・物産資源の発掘と発信

国のお金
県のお金
市の借金
そ の 他
市のお金

市営温泉施設特別会計繰出金
観光振興総務費
ふれあいセンターかまくら館費
観光誘客推進事業
その他

財

源
の
め
た
の
現
実
策
施

費
業
事
な
主351万円

896万円
4億1,805万円

1億1,005万円
8,645万円
5,156万円
2,688万円

1億5,558万円

国内外への戦略的な観光・物産ＰＲと情報発信が行われ、おもてなしの心が市民一人ひとり
に根ざし、そして、観光・物産施策による経済効果で雇用が生まれ、所得も上がり市民生活
が潤っていることを目指します

主な具体的取り組み事業

事業費 4億3,052万円

◆横手産品販路拡大推進事業（836万円）
横手産品の認知度向上と生産者（事業者）の所得向上
のため、販売促進活動、商談支援を行います。

◆海外販路開拓支援事業（423万円）
横手産品の海外販路開拓のため、市場調査、事業者
の販売支援、商談支援を行います。

◆インバウンド対応事業（1,121万円）
海外からの観光誘客を進めるため、情報発信を強化し、PR活動を展開するとともに外国人旅行者の受
入環境の整備に向けたおもてなし講習会などを開催します。また、訪日旅行需要が伸びている台湾
をメインターゲットとして、大同大學（台湾）と連携し、独自のネットワークを活用した情報発信や
相互の交流などを図りながら誘客等に繋げていきます。

◆よこて観光地域づくり推進事業（350万円）
（一社）横手市観光推進機構が実施する事業（発酵ツーリズム事業、観光エキスパート推進事業、横手
駅前賑わい創出事業、雪まつりにおける観光動向調査）に対して、補助金により支援することにより、
誘客を図り観光地域づくりを進めます。
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産業
振興

政策４ 魅力ある地域資源を活用し、人を呼び、仕事を生み出す産業の振興を図ります
43億7,156万円（8.0%）

４－５  企業誘致の推進、企業留置と雇用対策

就職面接会・企業説明会の様子 技能功労者表彰の様子

国のお金
県のお金
市の借金
そ の 他
市のお金

労政・雇用対策費

若年者等人財育成・地元定着支援事業
その他

財

源
の
め
た
の
現
実
策
施

費
業
事
な
主

7,640万円
4,000万円

6,496万円

9,687万円

勤労者等福祉施設費 2,695万円
IT・ソフトウェア関連産業企業立地優遇制度助成事業 4,210万円

596万円
948万円

企業立地の進展による産業集積により、多様な就業の場が確保されるとともに、将来を担う
若年者の雇用の確保によって、多くの人が地元で活躍していることを目指します

事業費 1億8,136万円

主な具体的取り組み事業

◆労働・雇用対策総務費（2,087万円）
・労働環境の整備や雇用対策に関する各種事業を実施します。（就職面接会・企業説明会の開催）
・市内の求人事業所と求職者とのマッチングを行います。（年２回開催）
・専門の内職相談員が、内職に関する相談・あっせんを行います。（内職相談）
・優れた技能を持ち、後進の指導育成などに貢献されている方を表彰します。（技能功労者等表彰）

◆就職情報総合ポータルサイト「ジョブナビ」構築事業（492万円）
市内企業の求人状況や企業情報等を提供する就職・企業情報ポータルサイト「横手ＪＯＢナビ」の
運営により、若年者の地元就職やＵＩＪターンを促し、若年者の定住促進や企業間の取引のマッチ
ングを図ります。

◆インターンシップ促進支援事業（104万円）
自社の魅力向上と経営課題の解決を目的としたインターンシップを実施するため、インターンシッ
ププログラムの作成支援や運営支援を専門家に委託する場合の経費の一部を補助します。

◆ＩＴ・ソフトウェア関連産業企業立地優遇制度助成事業（4,210万円）
ソフトウェア業、情報処理・提供サービス等の業種であって、新規立地又は既存事業の拡大を行い、
かつ３名以上の新規正規雇用を行った事業者にその雇用などにかかる経費の一部を助成します。
さらに、５年間の合計で30人以上の新規正規雇用を行う計画を有し、毎年６人以上の新規正規雇用
を行う場合、単年度毎に更なる追加支援を行います。
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政策５ 暮らしを支える都市基盤を強化し、便利で快適なまちづくりを進めます
56億3,086万円（10.4%）

建設
交通

国のお金
県のお金
市の借金
そ の 他
市のお金

道路等除雪費（道路除雪・雪捨て場管理）
除雪機械購入費
克雪施設（流雪溝・消雪パイプ・消融雪溝等）管理費
町内会等除雪活動費
その他

財

源
の
め
た
の
現
実
策
施

費
業
事
な
主

2億5,325万円
168万円

1,416万円
1億2,580万円

11億7,527万円

道路等のインフラ施設においては、冬期間の歩行者や車の安全な通行が確保され、市民生活に
おいても、市民と行政の協働等により安全で快適な生活環境が実現していることを目指します

５－１   雪国の快適な暮らしの実現 事業費 15億7,016万円

５－２   快適な移動空間の実現 事業費 12億2,118万円

国のお金
県のお金
市の借金
そ の 他
市のお金

地方道路交付金事業（道路）
道路新設改良単独事業

その他

財

源
の
め
た
の
現
実
策
施

費
業
事
な
主

2億8,396万円

3億5,960万円
2,168万円

5億5,594万円

4億6,700万円
3億1,780万円

街路灯・防犯灯管理費 9,078万円
道路維持管理費 2億  　24万円

1億4,536万円

誰もが安全に通行できる道路環境が整備され、また、広域交通網とのアクセス環境が向上し
て市内全域が高速交通体系の利益を享受できることを目指します

主な具体的取り組み事業

主な具体的取り組み事業

10億5,314万円
3億7,865万円
9,382万円
1,989万円
2,466万円

◆除雪機械購入費（3億7,865万円）
除雪で使用する除雪ドーザや除雪ロータリなどを計画的に
更新します。
◆町内会等除雪活動費（1,989万円）
町内会などの除雪活動団体が行う市道又は公衆用道路の除
排雪のための設備及び機械の購入費、維持管理費などにつ
いてその一部を補助します。
◆雪国よこて安全安心住宅普及促進事業（1,980万円）
安全で快適な住宅の普及を促進するため、要件を満たす住
宅の改修工事にかかる費用について補助金を交付します。
（住宅の雪対策、バリアフリー化、省エネ断熱化、防災減災対策）

◆街路灯・防犯灯管理費（9,078万円）
街路灯・防犯灯の整備や適切な維持管理を行うことで、夜間の
道路の安全を確保します。
◆道路新設改良単独事業（3億1,780万円）
主要な道路を整備して集落間の連携を強化し、公共施設などへ
のアクセスを容易にし、広域交流の進展を目指します。
また、通学路の歩道などを整備し児童・生徒の安全を図り、幹
線道路や身近で暮らしに密着した道路の舗装補修、側溝改良を
行ない、快適で安全な通行の確保に努めます。
◆地方道路交付金事業（八幡根岸線）（1,253万円）
秋田県の事業である都市計画道路八幡根岸線の道路改良事業の
進捗に合わせて、横手市も事業費の一部を負担します。

排雪中の除雪ロータリ

整備中の市道西下中の村線
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建設
交通

政策５ 暮らしを支える都市基盤を強化し、便利で快適なまちづくりを進めます
56億3,086万円（10.4%）

国のお金
県のお金
市の借金
そ の 他
市のお金

地域公共交通費
鉄道整備関係費財

源
の
め
た
の
現
実
策
施

費
業
事
な
主950万円

80万円
3,950万円

8,599万円

市民が日常生活を営む上で支障なく移動手段が確保されることを目指します

５－３  市民が利用しやすい公共交通の充実 事業費 1億3,579万円

５－４  地域拠点整備による市街地の活性化 事業費 7億3,411万円

国のお金
県のお金
市の借金
そ の 他
市のお金

市街地再開発対策費（横手駅東口第二地区）
土地区画整理事業特別会計繰出金
都市計画基本図作成事業
都市再生整備計画等策定事業
その他

財

源
の
め
た
の
現
実
策
施

費
業
事
な
主

2億9,238万円
1億4,633万円
7,910万円
676万円

2億　954万円

5億8,716万円
6,929万円
2,613万円
2,450万円
2,703万円

条例等に基づく指導や誘導、土地区画整理事業などにより、適正な土地利用と良好な生活空間
が確保されるとともに、地域の資源を活かしたまちづくりが進められ、賑わいや地域の活力が
創出されることを目指します

主な具体的取り組み事業

主な具体的取り組み事業

1億3,566万円
13万円

◆生活バス路線運行費補助事業（7,456万円）
通院、通学、通勤又は買い物等の市民の生活に欠かすことので
きないバス路線の運行を確保するため、生活バス路線の運行維
持に必要な経費の一部を乗り合いバス事業者へ補助します。

◆地域公共交通活性化事業（3,500万円）
市内全域で運行している「デマンド交通」や市中心部を巡る「循
環バス」の運行を事業者の方と一緒に行います。

◆代替運行事業（2,541万円）
廃止されたバス路線の代わりに、市が直営またはさまざまな事
業者と協働で代替交通を運行します。

◆都市再生整備計画等策定事業（2,450万円）
立地適正化計画で定めている誘導区域内の居住誘導や都市機能の集積を促進するため、市街地整備の
計画策定を行います。

◆土地区画整理事業特別会計繰出金（6,929万円）
土地区画整理事業特別会計の事業が円滑に実施されるよう繰出金を支払います。

◆市街地再開発対策費（横手駅東口第二地区）（5億8,716万円）
横手駅東口第二地区市街地再開発組合（仮称）が行う市街地再開発事業の実施設計や計画策定などに
対し、事業支援（補助金交付）を行います。

共助運営体が運行するミニバン
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政策５ 暮らしを支える都市基盤を強化し、便利で快適なまちづくりを進めます
56億3,086万円（10.4%）

建設
交通

令和元年度に整備した真人公園あずまや

国のお金
県のお金
市の借金
そ の 他
市のお金

下水道事業費
上水道事業費
浄化槽設置整備事業
都市下水路管理費
その他

財

源
の
め
た
の
現
実
策
施

費
業
事
な
主

2,742万円
2,742万円
4,900万円

16億8,052万円

安全で良質な水道水を必要な量、いつでも、どこでも、誰でも使え、そして生活排水等が適切
に処理されて衛生的で快適な生活環境と、良好な水環境が維持されていることを目指します

５－５ 安全で安定した水道水の供給と生活排水の適正処理

５－６  市民がくつろげる公共空間の整備 事業費 1億8,526万円

国のお金
県のお金
市の借金
そ の 他
市のお金

公園管理費
社会資本総合整備事業
墓園整備費
児童遊園地維持管理事業
その他

財

源
の
め
た
の
現
実
策
施

費
業
事
な
主

1,300万円
415万円
1,300万円
915万円

1億4,596万円

1億1,908万円
5,301万円
849万円
425万円
43万円

多くの市民が、憩いの場や遊び場として公園や緑地を利用し、市民との協働により管理が行
われていることを目指します

主な具体的取り組み事業

主な具体的取り組み事業

14億1,421万円
2億1,097万円
1億　774万円
3,795万円
1,349万円

事業費17億8,436万円

◆浄化槽設置整備事業（1億774万円）
合併処理浄化槽整備地区にお住いの
みなさんが設置する浄化槽の工事費
用の一部を助成します。

◆都市下水路管理費（3,795万円）
雨水排水が適切に行われるよう対策
をすすめます。

◆児童遊園地維持管理事業（425万円）
児童遊園に設置している遊具の定期点検や破損遊具の
修繕及び危険遊具の撤去を実施します。

◆都市公園長寿命化対策事業（5,001万円）
雄物川中央公園、雄物川河川公園、旭公園、追廻第２
公園の魅力向上のため、遊具・トイレ・あずま屋の改
修工事を行います。

◆公園管理費（1億1,908万円）
都市公園及び市立公園等の遊具の安全や公園内の事故
等を防止するため、維持管理を行います。
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施設配置予定 （R2.1月時点 準備組合提供）

ピックアップ事業‼

　市街地再開発事業は、権利者自らが再開発
組合を組織して、事業区域のまちづくりの計
画や再開発ビルの整備を実施する事業であり、
市は事業支援（補助金交付　国・県補助金含む）
を行っています。
　横手駅東口第二地区においては、区域内の
土地や建物所有者が中心となり、令和元年５
月に横手駅東口第二地区市街地再開発準備組
合を設立しました。準備組合では、地区の整
備方針や施設配置のゾーニングなどの検討を
経て、基本計画、事業計画の策定及び基本設
計等を行いました。今年度は、法に基づき事
業を施行する本組合を設立し、建物の設計や
個々の権利を確定する権利変換計画の策定を
予定しています。
　また、市は土地所有者として事業参画して
おり、民間施設と相乗効果を生み、人と企業
の成長を促す、図書館もある公益施設を整備
することとしています。

横手駅東口第二地区第一種市街地再開発事業（組合施行）横手駅東口第二地区第一種市街地再開発事業（組合施行）横手駅東口第二地区第一種市街地再開発事業（組合施行）

事業の流れ

・事業の勉強
・合意形成

研　究　会
H30年度 R1年度 R3～6年度 R7年度

準 備 組 合 市　街　地　再　開　発　組　合

・構想検討
・事業計画作成

・建物設計
・個人の権利確定

・建築工事
・すべての建物解体

・組合解散
・清算

Ｃ街区：分譲住宅棟Ｂ街区：共同ビル棟

事務所・ホテルほか

Ｃ街区：賃貸住宅棟

賃貸住宅・店舗・事務所
Ｃ街区：商業・業務施設

横手駅

店舗・事務所

Ｂ街区：自走式駐車場

R2年度

Ａ街区：公益施設棟

JR横手駅

バス
ターミナル
バス
ターミナル

事業区域

横手市交流センター
Ｙ２ぷらざ

区域現況（Ｒ２.４時点）

　区域面積　約1.7 ha
　宅地面積　約1.1 ha
　権利者数　　  24名
　建築物　　　  13棟
　延床面積　約1.6 ha
　用途地域　商業・準防

ＮＮ

※予算は【5－4】地域拠点整備による市街地の活性化（23ページ下段）


